
　
〝
ア
ジ
ア
進
出
〞
と
聞
い
て
、
皆

さ
ん
は
ど
の
国
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
だ

ろ
う
か
。
中
国
で
あ
れ
、
タ
イ
で
あ

れ
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
伝
わ
っ

て
く
る
の
は
、
国
単
位
の
マ
ク
ロ
な

情
報
ば
か
り
で
あ
る
。
と
く
に
東
南

ア
ジ
ア
は
国
ご
と
の
個
性
が
強
く
、

言
語
や
文
化
、
経
済
状
況
も
異
な
る

た
め
、
進
出
先
と
し
て
検
討
す
る
に

は
、
そ
れ
だ
け
で
は
材
料
不
足
だ
。

　
「
ど
の
地
域
に
ど
ん
な
業
種
が
多

い
の
か
」「
ど
の
工
業
団
地
が
日
系

向
き
か
」「
商
慣
習
や
優
遇
制
度

は
？
」「
駐
在
員
は
ど
ん
な
暮
ら
し

を
し
て
い
る
の
か
」
…
…
進
出
を
考

え
る
企
業
が
知
り
た
い
の
は
、
実
は

こ
う
し
た
情
報
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
な
ら
ば
、
国
ご
と
で
は
な
く
、

も
う
少
し
細
分
化
し
た
、
地
域
や
町

と
い
う
単
位
で
と
ら
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
ス
タ
ー
ト
で

出
遅
れ
ず
、
最
大
限
に
リ
ス
ク
を
低

減
し
、
ア
ジ
ア
進
出
を
成
功
に
導
く

た
め
に
も
、
こ
の
地
域
レ
ベ
ル
で
の

情
報
を
い
か
に
把
握
す
る
か
が
重
要

だ
。
本
連
載
で
は
、
そ
の
ヒ
ン
ト
を

提
示
し
て
い
く
つ
も
り
だ
が
、
初
回

は
、
ま
ず
ア
ジ
ア
進
出
の
現
状
に
つ

い
て
お
話
し
し
よ
う
。

大
手
へ
の
依
存
体
質
か
ら

変
わ
る
中
小
の
ア
ジ
ア
進
出

　

一
昔
前
、
海
外
そ
れ
も
ア
ジ
ア
へ

の
進
出
と
言
え
ば
、
中
国
が
中
心
だ

っ
た
。
最
初
は
低
コ
ス
ト
の
生
産
拠

点
と
し
て
、
そ
し
て
巨
大
な
市
場
と

し
て
、日
系
企
業
は
中
国
へ
の
進
出
・

投
資
を
急
速
に
拡
大
し
て
き
た
。
客

観
的
に
見
れ
ば
、
こ
の
流
れ
は
い
ま

だ
に
変
わ
り
が
な
い
（
図
表
１
）。

　

一
方
、「
ア
ジ
ア
へ
の
進
出
が
熱

い
」
│
│
そ
う
言
う
の
が
陳
腐
に
感

じ
ら
れ
る
ほ
ど
当
た
り
前
に
な
っ
て

き
た
い
ま
、
ア
ジ
ア
と
い
え
ば
、
中

国
だ
け
で
は
な
く
、
東
南
ア
ジ
ア
、

他
の
東
ア
ジ
ア
（
韓
国
・
台
湾
な
ど
）

ま
で
も
含
め
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
た
と
え
ば
、
自
動
車
メ
ー
カ

ー
は
タ
イ
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
生

産
能
力
を
引
き
上
げ
る
べ
く
、
投
資

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
開
発
拠
点
や

人
材
育
成
機
能
を
東
南
ア
ジ
ア
に
設

置
す
る
企
業
も
増
え
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
実
際
に
進
出
し
て
い

る
企
業
数
を
見
る
と
、
逆
に
減
少
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
図
表
2
）。

「
肌
感
覚
で
感
じ
る
ア
ジ
ア
進
出
熱
」

と
「
統
計
上
の
進
出
企
業
数
」
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
に
あ
る
の
は
、
ア
ジ
ア
進

出
を
と
り
ま
く
環
境
の
変
化
だ
。

　

従
来
の
ア
ジ
ア
進
出
は
、
大
手
メ

ー
カ
ー
が
単
独
で
現
地
に
工
場
を
立

ち
上
げ
、
先
進
国
を
中
心
と
し
た
消

費
地
に
輸
出
す
る
と
い
う
の
が
典
型

的
だ
っ
た
。
資
金
力
や
人
材
力
の
あ

る
大
企
業
は
、
多
く
の
時
間
と
労
力

を
か
け
て
自
力
で
進
め
て
き
た
。
し

か
し
、
昨
今
は
違
う
。
進
出
す
る
企

業
の
業
種
が
多
様
化
し
、
製
造
業
だ

け
で
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
も
進

出
を
始
め
て
い
る
。
中
小
企
業
も
こ

ぞ
っ
て
進
出
す
る
な
か
、
製
造
だ
け

で
は
な
く
、
販
売
や
技
術
的
な
機
能

を
最
初
か
ら
現
地
化
す
る
ケ
ー
ス
も

少
な
く
な
い
。

　

ア
ジ
ア
進
出
を
考
え
る
企
業
に
と

っ
て
、
そ
の
進
出
プ
ロ
セ
ス
を
大
き

く
変
え
た
の
は
〝
サ
ポ
ー
タ
ー
の
存

在
〞
で
あ
る
。
現
在
、
ア
ジ
ア
へ
の

進
出
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
の

は
、
銀
行
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会

社
、
会
計
事
務
所
を
は
じ
め
、
各
地

の
商
工
会
議
所
、
政
府
機
関
、
民
間

団
体
な
ど
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
。

　

大
手
メ
ー
カ
ー
が
ア
ジ
ア
進
出
の
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中
心
だ
っ
た
時
代
は
、
中
小
企
業
が

進
出
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
は
「
取

引
先
に
誘
わ
れ
て
」
と
い
う
ケ
ー
ス

が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。た
と
え
ば
、

取
引
先
の
加
工
メ
ー
カ
ー
が
、
部
品

の
調
達
先
と
し
て
中
小
の
メ
ー
カ
ー

を
現
地
に
呼
び
寄
せ
て
い
た
。
誘
わ

れ
た
の
が
取
引
先
か
ら
な
の
で
、
進

出
の
た
め
に
必
要
な
知
識
や
手
続
き

な
ど
も
取
引
先
が
教
え
て
く
れ
る
。

彼
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
従
っ
て
い
れ

ば
、
現
地
で
一
定
の
仕
事
量
も
確
保

で
き
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り

状
況
は
一
変
し
た
。
ア
ジ
ア
生
産
で

も
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
必
要
と
な
っ
た

大
手
メ
ー
カ
ー
は
、
部
品
の
現
地
調

達
、
ロ
ー
カ
ル
企
業
か
ら
の
調
達
を

引
き
上
げ
始
め
た
の
だ
。
そ
れ
に
よ

り
現
地
の
取
引
先
を
失
い
、
撤
退
に

追
い
込
ま
れ
る
中
小
企
業
が
続
出

し
、
何
よ
り
、
そ
う
い
っ
た
現
地
の

事
情
が
知
れ
渡
る
に
つ
れ
、「
取
引

先
だ
け
に
頼
っ
て
ア
ジ
ア
進
出
す
る

の
は
危
な
い
」
と
い
っ
た
危
機
意
識

が
広
が
っ
た
。

　

こ
の
意
識
が
、
中
小
企
業
の
ア
ジ

ア
進
出
の
プ
ロ
セ
ス
を
大
き
く
変
え

る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
大
手
に

依
存
し
て
い
た
企
業
も
、
自
身
の
目

で
現
地
を
確
か
め
、
自
身
の
手
で
情

報
を
集
め
、
取
引
先
を
見
つ
け
な
く

て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、

こ
れ
に
呼
応
し
て
、
進
出
サ
ポ
ー
ト

を
手
が
け
る
企
業
や
団
体
が
飛
躍
的

に
増
え
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

あ
る
会
社
は
、
タ
イ
へ
進
出
す
る
に

あ
た
っ
て
、
お
お
ま
か
に
次
の
よ
う

な
検
討
プ
ロ
セ
ス
を
た
ど
っ
た
。

①
現
地
視
察
と
情
報
収
集

　

取
引
先
の
タ
イ
工
場
を
訪
問
。
現

地
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
紹
介
し
て

も
ら
い
、
い
く
つ
か
の
取
引
先
を
訪

問
し
て
、
現
地
の
情
報
収
集
を
行
な

っ
た
。
ア
レ
ン
ジ
は
、
バ
ン
コ
ク
市

内
に
あ
る
工
業
団
地
の
営
業
事
務
所
。

日
本
か
ら
電
話
を
か
け
て
、
日
本
語

で
現
地
の
移
動
手
段
な
ど
も
手
配
し

て
も
ら
っ
た
。

②
各
種
手
続
き
と
人
材
確
保

　

帰
国
後
、
取
引
銀
行
に
相
談
。
海

外
支
援
部
署
の
担
当
者
が
直
接
来
社

し
、
必
要
な
手
続
き
や
注
意
点
な
ど

を
教
え
て
く
れ
た
。
ま
た
、
銀
行
の

グ
ル
ー
プ
会
社
か
ら
海
外
ビ
ジ
ネ
ス

に
精
通
す
る
経
験
豊
富
な
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
現
地

の
可
能
性
調
査
（
フ
ィ
ジ
ビ
リ
テ
ィ

ス
タ
デ
ィ
：
Ｆ
Ｓ
）、
許
認
可
の
申
請

な
ど
を
依
頼
。
こ
れ
と
併
行
し
て
、

現
地
の
人
材
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
人
材

確
保
を
委
託
し
た
。

　

こ
れ
は
進
出
プ
ロ
セ
ス
の
ほ
ん
の

一
部
だ
が
、
実
は
、
こ
の
会
社
は
こ

れ
ら
の
交
渉
を
す
べ
て
日
本
語
で
や

り
と
り
し
た
と
い
う
。
事
前
に
必
要

な
情
報
や
知
識
を
集
め
、
専
門
家
の

助
言
を
受
け
な
が
ら
準
備
を
し
た
た

め
、
ス
ム
ー
ズ
に
契
約
が
進
み
、
一

つ
ひ
と
つ
自
社
で
判
断
す
る
こ
と
で

ノ
ウ
ハ
ウ
も
蓄
積
で
き
た
。
資
金
力

や
人
材
力
に
乏
し
い
中
小
企
業
が
海

外
に
進
出
す
る
場
合
、
い
か
に
サ
ポ

ー
タ
ー
を
活
用
す
る
か
も
成
功
を
左

右
す
る
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
だ
ろ
う
。

〝
日
系
仕
様
〞が
進
む

現
地
の
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
フ
ラ

　

現
地
で
は
、
規
模
の
違
い
は
あ
れ

ど
、
日
系
企
業
が
集
ま
る
エ
リ
ア
が

必
ず
存
在
す
る
。
日
系
ば
か
り
が
入

居
す
る
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、
日
系
の
商

社
が
開
発
し
、
日
系
企
業
が
多
く
入

居
す
る
工
業
団
地
…
…
前
述
の
サ
ポ

ー
タ
ー
も
こ
れ
ら
の
場
所
に
隣
接
、

近
接
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
日
系

企
業
同
士
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る
に

は
、
こ
れ
ら
の「
日
本
ク
ラ
ス
タ
ー
」

は
非
常
に
都
合
が
い
い
。
近
く
に
い

れ
ば
顔
見
知
り
も
で
き
る
し
、
情
報

交
換
も
進
む
か
ら
だ
。

　

東
南
ア
ジ
ア
で
活
発
に
投
資
さ
れ
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図表１ 対外直接投資金額の推移（アジア）

図表２ 進出企業数（進出年次）

出所：財務省国際収支統計、「直投資投資統計集
 2010年/2011年版」国際貿易投資研究所

出所：「海外進出企業総覧2011」
 東洋経済新報社
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て
い
る
業
種
の
一
つ
が
自
動
車
産
業

で
あ
る
。
新
聞
を
見
れ
ば
、
タ
イ
や

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
メ
ー
カ
ー
が
新
工

場
を
増
設
し
た
り
、
生
産
能
力
を
増

加
さ
せ
た
り
と
い
っ
た
記
事
が
目
に

つ
く
。
自
動
車
産
業
は
、
関
連
す
る

企
業
（
協
力
会
社
）
を
多
数
抱
え
る

企
業
集
積
型
の
産
業
で
あ
る
が
、
東

南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
そ
の
集
積

度
合
い
は
日
本
以
上
に
高
い
。
同
一

の
、
も
し
く
は
近
隣
の
工
業
団
地
内

に
取
引
先
で
あ
る
部
品
製
造
の
日
系

企
業
が
多
く
立
地
し
、
地
域
内
で
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
大
部
分
を
構
成

し
て
い
る
。工
業
団
地
に
よ
っ
て
は
、

そ
の
数
は
ゆ
う
に
一
〇
〇
社
を
超

え
、
こ
う
な
っ
て
く
る
と
、
日
系
部

品
メ
ー
カ
ー
と
し
て
は
、
こ
の
工
業

団
地
に
立
地
す
る
こ
と
が
競
争
力
維

持
の
た
め
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な

る
。
自
動
車
産
業
に
か
か
わ
ら
ず
、

と
く
に
生
産
財
を
製
造
し
て
い
る
メ

ー
カ
ー
に
と
っ
て
、
取
引
先
や
関
連

す
る
企
業
の
集
約
し
て
い
る
工
業
団

地
を
探
す
こ
と
は
、
不
可
欠
な
プ
ロ

セ
ス
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
こ
う
い
っ
た〝
日
系
向
け
〞

工
業
団
地
は
、
日
系
企
業
が
好
む
イ

ン
フ
ラ
が
整
っ
て
い
る
。
上
質
な
水

や
十
分
な
廃
水
処
理
施
設
。
安
定
し

た
電
力
や
通
信
回
線
。管
理
棟
に
は
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
共
有
の

会
議
室
、
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
、
日
本
食
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
が
入
り
、
現
地
語
の

教
育
や
セ
ミ
ナ
ー
を
独
自
に
企
画
・

運
営
し
て
い
る
工
業
団
地
ま
で
あ

り
、
非
常
に
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
い

て
い
る
。
な
か
で
も
、
中
国
と
異
な

り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
は
日
本
か
ら

の
投
資
が
高
い
比
率
を
占
め
て
い
る

た
め
、
多
く
の
工
業
団
地
は
〝
日
系

向
け
の
仕
様
〞
を
声
高
に
う
た
う
。

管
理
費
が
多
少
割
高
で
は
あ
る
が
、

イ
ン
フ
ラ
の
充
実
や
物
流
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
を
考
え
る
と
、
工
業
団
地
へ

入
居
す
る
意
味
は
大
き
い
。最
近
は
、

日
本
か
ら
の
出
張
者
を
受
け
入
れ
る

た
め
の
ホ
テ
ル
や
宿
泊
施
設
も
整
備

さ
れ
て
お
り
、
日
本
語
対
応
可
能
な

運
転
手
つ
き
の
レ
ン
タ
カ
ー
サ
ー
ビ

ス
ま
で
始
ま
っ
た
。

駐
在
員
の
増
加
に
つ
れ
て

充
実
し
て
き
た
住
環
境

　

経
営
者
に
と
っ
て
駐
在
員
の
暮
ら

し
も
心
配
の
タ
ネ
の
一
つ
で
あ
ろ
う

が
、
以
前
に
比
べ
れ
ば
、
そ
の
環
境

は
か
な
り
整
っ
て
き
て
い
る
。

　

現
在
、
バ
ン
コ
ク
に
は
三
万
数
千

人
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
二
万
数
千
人
、

マ
ニ
ラ
都
市
圏
に
約
一
万
人
の
日
本

人
が
い
る
（
こ
の
数
字
は
企
業
の
駐

在
員
だ
け
で
な
く
そ
の
家
族
や
、
留

学
生
、
研
究
員
な
ど
も
含
ま
れ
て
い

る
）。
短
期
の
出
張
者
も
含
め
れ
ば
、

各
々
、
人
数
は
さ
ら
に
増
え
る
。

　

こ
れ
だ
け
の
数
の
日
本
人
が
生
活

し
て
い
る
と
、
自お
の

ず
と
「
日
本
村
」

が
で
き
あ
が
る
。
日
本
食
品
を
扱
う

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
書
店
、
レ

ス
ト
ラ
ン
、
居
酒
屋
、
ス
ナ
ッ
ク
、

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
店
舗
か
ら
、
新
聞

や
雑
誌
の
配
送
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
。

バ
ン
コ
ク
で
は
一
部
、
日
本
語
で
生

活
で
き
る
エ
リ
ア
す
ら
あ
る
。

　

ま
た
、
日
本
人
が
集
ま
っ
て
暮
ら

す
地
域
で
は
、
あ
る
程
度
高
速
な
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
確
保
し
て
い

る
住
居
が
多
い
た
め
、
日
本
語
の
ｗ

ｅ
ｂ
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
し
や
す
さ
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
チ
ャ
ッ
ト
や
ビ

デ
オ
通
話
な
ど
も
可
能
だ
。
最
近
で

は
、こ
う
し
た
海
外
居
住
者
向
け
に
、

楽
天
や
ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
配

送
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
た
。

　

家
族
を
帯
同
し
て
駐
在
す
る
人
が

増
え
る
に
つ
れ
、
現
地
の
日
本
人
学

校
も
生
徒
が
増
加
し
、
地
域
に
よ
っ

て
は
新
た
に
学
校
が
で
き
て
い
る
ほ

ど
。
規
模
が
大
き
く
な
れ
ば
、
教
員

の
数
や
施
設
な
ど
も
充
実
し
て
く

る
。
も
ち
ろ
ん
、
日
本
に
い
る
の
と

ま
っ
た
く
同
じ
生
活
が
で
き
る
わ
け

増える日本人ビジネスマン（シンガポールの空港）

日本食はあちこちに…（シンガポール）
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で
は
な
い
が
、一
昔
前
に
比
べ
れ
ば
、

そ
の
環
境
は
大
き
く
変
化
し
た
。

　

そ
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
を

除
き
、
一
般
に
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々

は
、
物
価
が
安
く
、
生
活
コ
ス
ト
が

低
い
。
海
外
駐
在
手
当
を
含
め
た
給

与
水
準
と
い
う
点
で
は
、
以
前
ほ
ど

「
海
外
で
仕
事
を
し
た
ほ
う
が
ト
ク
」

と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
が
、
物
価
水
準
や
受
け
ら

れ
る
サ
ー
ビ
ス
、
住
環
境
を
考
え
れ

ば
、
駐
在
員
に
と
っ
て
の
不
安
要
素

は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
え
よ
う
。

多
彩
な
東
南
ア
ジ
ア
は

地
域
、町
で
と
ら
え
る

　

国
内
市
場
が
低
迷
す
る
な
か
、
ア

ジ
ア
へ
の
進
出
は
、
日
系
企
業
の
重

要
な
成
長
戦
略
の
オ
プ
シ
ョ
ン
に
な

っ
て
い
る
。
リ
ス
ク
分
散
の
意
味
で

も
、
早
急
に
検
討
し
た
い
選
択
肢
の

一
つ
だ
。
そ
し
て
、
進
出
の
ハ
ー
ド

ル
は
も
う
決
し
て
高
く
な
い
。

　

ア
ジ
ア
進
出
の
成
功
ス
ト
ー
リ
ー

は
、
こ
れ
ま
で
に
紹
介
し
た
「
サ
ポ

ー
タ
ー
の
活
用
」「
日
本
ク
ラ
ス
タ

ー
へ
の
立
地
」「
駐
在
員
の
住
環
境

へ
の
配
慮
」
の
三
つ
が
基
本
だ
が
、

次
号
よ
り
、
近
年
と
く
に
日
系
企
業

の
進
出
が
盛
ん
な
エ
リ
ア
と
し
て
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
六
か
国
（
タ
イ
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ

ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
）

の
地
域
情
報
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

前
後
編
に
分
け
、
で
き
る
だ
け
細
か

く
紹
介
し
て
い
く
（
図
表
３
）。

　

各
国
と
も
、
前
編
は
、
日
本
ク
ラ

ス
タ
ー
の
立
地
状
況
、
企
業
へ
の
優

遇
政
策
や
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
状
況
な

ど
、
お
も
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
環
境
面
を

取
り
上
げ
る
。
そ
し
て
後
編
で
は
、

実
際
の
日
本
ク
ラ
ス
タ
ー
を
い
く
つ

か
紹
介
し
な
が
ら
、
メ
イ
ン
と
な
る

業
種
の
市
況
や
日
本
と
は
異
な
る
商

習
慣
、
現
地
人
材
の
採
用
状
況
や
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
、
進
出
を
成
功
さ

せ
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
提

案
を
試
み
る
つ
も
り
だ
。
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ベトナム

マレーシア

インドネシア

フィリピン

シンガポール

タイ

外務省「海外在留邦人数調査」などから筆者作成

タイ
●人口 6813.9万人 ●日系企業 1,366社
●GDP 2638億ドル ●在留邦人42,742人
●一人当たりGDP 3940ドル
伝統的に電気関係のメーカーが多いが、最近はと
くに自動車の投資が盛ん。バンコクは東南アジア
最大の日本人エリア。

マレーシア
●人口 2791.4万人 ●日系企業 1,121社
●GDP 1914億ドル ●在留邦人 9,142人
●一人当たりGDP 6950ドル
電気・電子関係のメーカーが多い。国営の自動車
会社に対し、日本から多くの支援を行なっている。
クアラルンプールは日系スーパーやフードコンプ
レックスなどが急増中。

シンガポール
●人口 483.7万人 ●日系企業 721社
●GDP 1771億ドル ●在留邦人 23,297人
●一人当たりGDP 36,378ドル
工業団地も多く、製造業の進出も盛ん。バイオ、メ
ディカル、半導体が多い。不動産が高騰しており
駐在コストが急上昇中。

ベトナム
●人口 8902.9万人 ●日系企業 948社
●GDP 924億ドル ●在留邦人 9,468人
●一人当たりGDP 1068ドル
日系商社による工業団地開発が進みつつあり、繊維
関係を中心に進出が進んでいるが、インフラはまだ
開発途上。勤勉で親日的な国民性と言われている。

フィリピン
●人口 9361.7万人 
●GDP 1609億ドル 
●一人当たりGDP 1747ドル
●日系企業 954社
●在留邦人 17,757人
日系は、電気、機械の製造業が
盛ん。ITセンター、コールセンタ
ーなどのBPOビジネスが増えて
きている。マニラは治安に対する
不安が強い。

インドネシア
●人口 23,251.7万人 
●GDP 5393億ドル 
●一人当たりGDP 2329ドル
●日系企業 1,287社
●在留邦人 11,263人
天然ガスや原油採掘があるため、
管材などプラント関連のメーカー
が多い。最近はジャカルタ周辺の
自動車が急伸。

アジア進出成功MAP

JMACアジア化支援センター
http://www.jmac.co.jp/special/asianization/
☎03-3434-7336
日本最大級のコンサルティングファームであ
るJMACが、グローバル化、とりわけアジア進
出に勝負をかける企業をサポートするために
設置した専門支援部隊。日本および中国、韓国、
タイ、マレーシア、シンガポールなどの現地拠
点から、戦略構築、現地リサーチからコンサル
ティングまで一貫してサポート。これまでに年
間数十プロジェクトを手がけている。

図表3 日本企業の進出が盛んなアジアの６か国


